
 

 

 

 2023年 12月 27日（水）、カナモトホール（札幌市民ホール）にて、「第 26回 北海道小

学校合唱フェスティバル」を開催いたしました。４年ぶりに道外から外部講師をお招きし、以前

のような形式で開催することができました。講師は、作曲家の山崎朋子先生。「大切なもの」な

ど、たくさんの曲が全国の学校で歌われています。午前はワークショップ、午後は合唱団の演奏

会・公開指導と、充実した一日でした。道内各地より 100名以上の先生方が参加。また８校の

合唱団が出演して、ホールに子どもたちの美しい歌声が響きました。 

  

山崎先生とともに、足立悠道さん、鴇田涼人さん、村内悠侑希さんが参加。会場が一体となり、楽しく学びました。 

ワークショップ①「大切なもの」 
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・夜の公園で…「大切なもの」誕生エピソード 

・下降音形で作られている。 

・初めに書いた詩は「がんばれ、負けないで」 

・歌うときは、人の音をどれだけ聴けるかが大事！ 

 お互いに聴き合って！ 

（アカペラでも歌えると◎） 

・音楽は「横」に流れるけど、「縦」の重なりを感

じられるとよい。 

・のどに無理のない発声を！ 

（枯れない声の出し方が大切） 

・マイクを使わず、声を遠くへ。 

・「焼鳥」「アイス」発声法 

曲、歌詞の好きな部分は？ 

あなたは、どう歌いたい？ 



ワークショップ②「空は今」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フェスティバル演奏会 

午後は、各合唱団の子どもたちが歌声を披露。演奏後、ステージ上で、作曲者ご本人からご指

導いただきました。曲のエピソードや、歌い方のポイントなどを教わりました。 

 

札苗緑小学校          美しが丘小学校          月寒小学校 

 

東白石小学校          江別太小学校       平岡中央小・月寒東小学校 

 

   幌西小学校 

・長崎の平和記念式典のために作った曲。 

・伴奏は、鐘の音をイメージ。 

・「いく」「ゆく」の歌い方について 

 （母音の口のあけ方、表現するイメージの違い） 

・「い」「え」母音。口の中を広く。 

・表情も大事！音楽は「見て」「聴いて」楽しむ。 

楽しく、あっという間の一日となりました。ぜひ、来年度も

小学校合唱フェスティバルにお越しください。2024年 12月 

27日を予定しております。また、2月 4日に

は、前田美子先生をお招きして、冬季研修会を

行います。会場は東白石小学校です。詳しく 

は、本会 HPをご覧ください。 北海道小学校合唱教育研究会 


